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先

月

野

日

の
み
ど
り

の
日

に
、
湯
沢

カ

ル

チ

ャ
ー
セ
ン
ダ
ー
で
、

「第

９
回
花

ま

つ
り
ゆ

ざ
わ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

（写
真
）

オ

ー
プ

ニ
ン
グ

セ
レ

モ

ニ
ー
で

は
、
湯

沢

中
学

校

の
吹
奏
楽

部

が
演
奏

し
、
幸

や

か
な

幕
開
け

と
な
り
ま
し
た
。

当

日
は
、
ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ

ィ
ー

ク
暴

初
の

日
曜

日
と
言
う

こ
と
も
あ
り
、
子

ど
も

か
ら

大

夫
ま
で

た
く
さ
ん

の
人
で
、
に
ぎ

わ

っ
て

い
ま
し
た
。

さ
て
、
今

日
５
月
１３
日
は
″
母

の
日
″
で

す
。
こ
の
日
に
、
み
な
さ
ん
は
お
母
さ
ん
に
何

か
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

母
の
日
の
由
来
は
、
１
９
１
０
年
頃
、
ア
メ

リ
カ
、
ウ

エ
ス
ト
バ
ー
ジ

エ
ア
州

の
教
会
で

ア
ン
ナ

と

い
う
少

女

が
母

の
命

日

に
白

い

カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
配

っ
た
事

が
始
ま
り
と

さ
れ
、
こ
れ
が
―
？
１
４
年

ウ
イ
ル
ソ
ン
大

統
領
に
よ

っ
て
、
５
月
の
第

二
日
曜
日
を

「母

の
日
」
と
制
定
し
た
そ
う
で
す
。

お
母
さ
ん
に
贈
り
物
も
虞

い
か
と
は
思

い

ま
す
が
、
日
ご
ろ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
大
切

で
す
よ
ね
。
○
○
○
さ
ん
。
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予算額

(千円)

構成比

(%)

前年比増減

(千円)

町税 5, 567, 351 75. 3 △ 95, 702

内訳 固定資産税 4, 629, 731 △ 73, 996

町民税 682, 548 △ 6, 273

入湯税 117, 806 4, 697

町たばこ税 114, 724 △ 8, 004

軽自動車税 13, 056 △ 4

特別土地保有税 7, 486 △ 11, 122

都市計画税 2, 000 △ 1, 000

繰入金 370, 724 5.0 302, 025

諸収入 357, 883 4.8 △ 42, 325

使用料 。手数料 193, 647 2.6 △ 7, 669

国庫支出金 188, 483 2.6 △ 10, 180

県支出金 138, 643 1.9 △ 34, 476

地方消費税交付金 120, 000 1.6 21, 000

財産収入 115, 172 1.6 5, 125

分担金・負担金 70, 346 1 0 △ 5, 798

地方譲与税 68, 000 0.9 2, 000

そ

の
他

繰越金 50, 000 0,7 0

町債 47, 500 0.6 40, 000

利子割交付金 33, 000 0.5 8, 000

自動車取得税交付金 29, 000 0.4 0

地方特例交付金 28, 000 0.4 10, 000

ゴルフ場利用税交付金 8, 000 0 1 △ 2, 000

交通安全対策特別交付金 3, 000 0.0 0

地方交付税 1, 000 0.0 0

寄付金 251 0.0 0

特別地方消費税交付金 0 0.0 △ 10, 000

計 7, 390, 000 100. 0 180, 000

分担金及
地方譲与税

地方消書称交
正
その他

使用

一■
穀
陰
計
一

平
成

１３
年
度

一
般
会
計

の
当

初
予
算
総
額
は
、
７３
億
９
，
０
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
に

比
べ
―
億
８
，
０
０
０
万
円

（２

５
％
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
原
新
田
町
甘
住
宅
の

定
替
え
や
、
中
央
公
園
の
駐
車
場

用
地
購
入
等
、
比
較
的
大
規
模
な

事
業

が
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

一
方
、
町
税
収
入
は
前
年
度
比

弼
ｏ
３
％

（△
９
，
５
７
０
万
２
十

円
）
と
な
る
な
ど
歳

人
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
一
ヽ
の
た
め
、
財
政
調
整

基
金

か
ら
３
億
７
，
０
０
０
万
円

を
繰

入

れ
し
、
そ

の
不
足

分

を

補

っ
て
い
ま
す
。

長
期
に
わ
た
る
景
気

の
低
迷
に

よ
り
、
ほ
納
税
業
務
は

一
段

と
厳

し
さ
を
増

し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

東
京

に
徴
収
嘱
託
員

を
配
置
し
、

首
都
圏
で
の
徴
収
起
点
を
作
る
と

と
も
に
、
町
内
で

の
体
制
を
強
化

し
、
税
収
の
確
保
を
図
り
ま
す
。　
　
か

町
税
は
、
５５
億

６
，
７
３
５
万

１
十
円
と
歳
入
の
７５
　
３
％
を
占

め
て

い
ま
す
が
、
前
年
に
比
べ
９
，

５
７
０
万

２
十
円

の
減

と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
固
定
資
産
税

の
償
却
資
産

（大
臣
配
分
）
が
９
，

７
９
８
万
円

の
減

に
な

っ
た

こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

特
別
地
方
消
費
税
爽
付
金
は
、
そ

の
制
度

が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に

よ
り
―
，
０
０
０
万
円

の
減
と
な

り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
岩
原
川
原
線

道
路
改
皮
事
業
補
助
金
が
９
，
０

０
０
万
円

の
減

と
な
り
ま
し
た

が
、
建
設
機
械
購
入
費
補
助
金
が

―
，
６
０
０
万
円
、
公
甘
住
宅
建
設

費
補
助
金
５
，
１
５
０
万
円
を
計

上
し
て

い
ま
す
。
諸
収
入
で
は
、
異

常
少
雪
緊
急
対
策
資
金
貸
付
え
全

収
入
な
ど
制
度
資
金

の
償
還
金

の

収
入
が
６
，
３
９
７
万
２
十
円

の

減
と
な

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出

と
歳

入
の
不
足
額
と
し
て
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
３
億
７
，
０
０
０

万
円
の
繰
入
を
行

っ
て
い
ま
す
。

歳
入
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H7  H8  H9 H10 Hll H12 H13

年度

H6

歳
出

①
総
務
費

Ｉ
Ｔ
（情
報
通
信
技
術
）
化
事
業

と
し
て
合
庁
的
な
地
図
情
報
の
有

効
利
用
の
た
め
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（地
図

情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
と
、
今
後

の
町
の
Ｉ
Ｔ
化
を
図
る
た
め
に
情

報
化
推
進
計
画
を
策
定
す
る
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１４
年
度
か
ら
全
国

ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
化
に
な
る
住
民
基

本
合
帳
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
構
築

の
た
め
の
予
算
を
計
上
し

て

い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
徴
収
事
務
強
化
の

／
　
＼

た
め
、
東
京
に
微
惧
事
務
嘱
託
員

を
配
置
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

②
民
生
費

病
院
建
設
に
伴
う
総
合
福
社
セ

ン
ダ
ー
改
築

の
た
め
、
―
，
９
５
４

万
１
十
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
湯
沢
小
学
校
で

学
童
保
育
を
行
う
た
め
の
予
算
を

計
上
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計

へ
９
，
０
０
８
万
５
十
円
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計

へ
５
，
０
０

０
万
円
、
老
人
保
健
会
計

へ
４
′
０

１
十
万
１
十
円
を
繰
出
し
て
い
ま

チツ
。

③
衛
生
費

各

種

健

康

診

査
、
予

防

接

種

や
、
ご

み
処
理

に

つ

い
て
多

く

の

予

算

を

配

分

し
て

い
ま
す
。

今

年

度

か

らヽ
、
幼

児

の

医
療

費

助
成

制

度

を
充

実

さ

せ
、
就

学

前

ま

で

の
幼

児

に

対

し
、

医
療

費

の
助

成

を
行

う

予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

広
域
連
合
で
行
う
、
ご
み
焼
却

場

の
改
築

に
伴

い
、
３
，
６
６
５
万

１
十
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

④
晨
林
水
産
業
費

前
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
中
山
間

地
域
直
接
支
払
事
業

に
６
５
２
万

円
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
県
営

事
業

（大
字
上
構
地
区
）
負
担
金

に

４
，
８
７
５
万
円
を
配
分
し
て

い

ま
す
。
ま
た
、
土
地
改
文
区
で
行

っ

て
い
る
土
地
基
盤
整
備
事
業

の
借

入
金

の
え
刹
償
還
金

の
３
，
９
８

７
万
８
十
円
を
助
成
す
る
予
算
を

配
分
し
て
い
ま
す
。

⑤
商
工
費

商

工
会

が
実

施
す
る
予
定

の

「
こ
ら

っ
し

や
い
湯
沢
収
穫
祭
」
に

２
０
０
万
円
、
「ブ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」
の
発
行

へ
５
０
０
万
円
を
補

助
金
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

貌
光
宣
伝
費

に
は
、
十
億
４
，
―

５
３
万
１
十
円
を
配
分
し
、
町
の

基
幹
産
業

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

大
源
太
旅
行
対
の
金
場
改
修
の

た
め
４
３
０
万
円
を
計
上
し
、
施

設
の
充
実
を
図
る
た
め
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
観
光
事
業
会
計

３

１
プ

ウ

エ
ー
）
へ
の
補
助
金
と
し
て
、
前

年
度

に
引
き
続
き
、
町
債

の
償
還

金

と
し
て
十
億

９
‐
Ｉ
９
２
万
円

を
計
上
し
て

い
ま
す
。

予算額

(千円)

構成比

(%)
前年比増減

(千円)

土木費 2, 169, 959 29. 4 553, 776

民生費 968, 312 13.1 △ 15,352

総務費 959, 517 13.0 2, 664

衛生費 798, 629 10.8 △ 220,117

商工費 677, 722 9.2 △ 70, 605

教育費 660, 342 8.9 △ 47, 356

公債費 386, 286 5.2 △ 26, 305

消防費 374, 631 5.1 △ 16, 987

農林水産業費 221, 131 3.0 21, 136

そ

の

他

議会費 109, 030 1.5 △ 370

労働費 25, 826 0.3 △ 442

災害復旧費 13, 614 0.2 △ 42

諸支出金 1 0.0 0

予備費 25, 000 0.3 0

計 7, 390, 000 100.0 180, 000

(3)



⑥
土
木
費

道
路
の
維
持
管
理
及
び
除
雪

・

消
雪
等

の
雪
対
策
費

に
多
く
の
予

算
を
計
上
し
て

い
る
ほ
か
、
宮
林

３
子
線
、
小
原
原
新

田
線
等

の
新

設
改
Ｒ
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
関
係
で
は
、
中
央
公

園
の
駐
車
場
用
地
の
取
得
費

に
予

算
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
今
年

度
よ
り
、
３
ヶ
年
計
画
で
行
う
、
原

新
田
町
甘
住
宅
建
設
に
予
算
を
計

上
し
て

い
る
ほ
か
上
十
子
の
宅
地

登
成

に
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

下
水
道
特
別
会
計
採
出
金

は
、

６
億
９
，
８
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
が
、
来
年
度
以
降
も
６

～
７
億
円
程
度

の
繰
出
し
が
覺
妥

と
な
る
見
込
み
で
す
。

⑦
消
防
費

広
成
消
防

の
負
担
金

と
し
て
、

３
億
６
，
７
３
７
万
４
十
円
を
計

上
し
た
ほ
か
、
地
域
防
災
計
画
策

定

の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

⑥
教
育
費

中
学
校
の
外
国
語
指
導
助
手
を

委
託
し
、
外
国
語
に
対
す
る
意
識

の
向
上
を
図
る
事
業
や
検
外
大
会

へ
の
が
加
費
助
成
等

に
予
算
を
計

上
し
て

い
ま
す
。

公
民
館

の
初

慮
者
向
け

パ
ソ
コ

ン
講
座
に
予
算
を
計
上
し
て

い
ま

す
。ま

た
、
恒
例

の
金
回
童

画
展

を

開
催

す

る
と
と
も

に

「川
端
康
成

特
別
展
」
の
予
算

も
計

上
し
て

い

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国

民

健

康

保

険

の
医

療

費

支

払

い
を
行
う

ほ
か
、
人
間

ド

ッ
ク

に
対

す

る
助
成
金
、
出
産
有
児

一

時
金

の
助
成

の
ほ
か
、
予
防
活
動

に
も
多

く

の
予
算

を
計

上
し
、
町

民

の
み

な

さ

ん

の
健

康

を
守

っ

て

い
き
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

７０
歳

以
上

の
方

や
障
害
者

手

帳
ｌ

ｏ
２
級
の
方
の
健
康
を
守
る

た

め
の
保
険
給
付
等

の
事
業

を

行

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

特
別
会
計

（診
療
所
）

医
療
保
健
セ
ン
ダ
ー
建
設
の
た

め
の
医
療
保
健
セ
ン
ダ
ー
建
設
基

金

か
ら
、
病
院
事
業
会
計

へ
の
定

設
費
と
し
て
、
１
２
億
６
，
１
７
４

万
５
十
円
を
繰
り
出
し
ま
す
。
ま

た
、
歯
医
者
用
の
×
線
装
置
が
、
耐

久
年
数
を
超
え
て

い
る
た
め
、
新

た
に
購
入
す
る
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
（病
院
開
設
後
、
病
院
に

杉
設
さ
れ
ま
す
。
）

下
水
道
特
別
会
計

下
水
道
普
及
率
は
７８

８
％

（平

成
１３
年
４
月
十
日
現
在
）
と
な
り
、

県
内
で
も
上
位
に
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
１２
年
度

に
公
共
下
水
道

の

計
画
見
直
し
を
行

い
、
計
画
地
区

を
拡
大
し
、
下
水
道
管

の
布
設
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
南
魚
広
域
連
合

へ
の
滑
泥
焼
却
施
設
の
負
担
金
―
，

５
７
４
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
町
債
と
し
て
、
２
億
６
，

８
２
０
万
円
借
入
を
行

い
な
が
ら
、

公
債
費

（償
還
金
）
と
し
て
６
億
５
，

３
８
３
万
３
十
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

平成 13年度主要事業

:特 i

磐:
:計

,

予算科目 事業内容
予算額

(千円)

左のうち国

県支出金等

総務費

へき地バス運行費助成 (浅貝、旭原、土樽) 10, 603

情報化推進計画策定 2, 000

地図情報システム導入 40, 000

住民基本台帳 ネツトワータツステム導入負担金 4, 384

固定資産管理システム導入 30 000
徴収嘱託費 (事務所経費含む) 5. 880

民生費

町社会福祉協議会補助金 56. 222

福祉センフー改修費 (日 13・ 14年度継続) 19, 544

学童保育事業 (施設整備分含む) 10, 000

衛生費

影防接種 10, 408

各種検診、健康診査 28, 247 8, 103

乳幼児・妊産婦医療費助成 11, 000 1, 300

可燃・不燃ごみ収集 72. 550

農林水産業費

水田農業経営確立対策事業 (転作 ) 12, 496 4, 056

中山間地域直接支払事業 6, 528 4, 895

中山間如域総合整備事業 (県営事業員担金 ) 48, 750

商工費

湯沢田]商工会こらつしやい湯沢収穫祭分 2. 000

湯沢田丁商工会ブレミアム商品券分 5, 000

観光宣伝費 141, 531

湯沢田]「観光のまちづくりJ推進事業補助金 24, 000

土木費

道路除雪、消雪施設維持補修・管理賢 219, 500 2, 000

道路修繕 63, 000

道路新設改良 446, 120

谷後橋補強 6. 000

中央公園整備等 401, 000 17. 500

公営住宅建設費 129, 142 91, 500

上中子宅地造成実施設計等 43, 000

消防賢 地域防災計画策定 3, 800

教育費

外国人外国語指導賢 5, 557

パソコン講座 6, 395 6, 395

全国童画展 10, 258

川端文学特別展 7, 000

町指定文化財諏訪神社大杉保護事業 3, 300

ジヨギングコース設置調査 4. 500

(4)



ヽ

介
護
保
険
特
別
会
計

昨
年
か
ら
始
ま

っ
た
介
護
保
健

は
介
護
誕
定
者

に
介
護
サ
ー
ビ
ス

計

嵐
を
た

て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
痣

じ

た
施
設

入
所
、
デ
イ

サ
ー
ビ

ス
等

の
介
護

サ
ー
ビ

ス
に
給
付

を
行

い

ま
す
。企

業
会
計

水
道
事
業
会
計

今
年
度
も
石
綿
管
か
ら
鋳
鉄
管

等

へ
の
布
設
替
え
事
業
を
引
き
続

き
行
う
な
ど
し
て
、
お

い
し

い
水

の
安
定
供
給
を
推
進
し
ま
す
。

温
泉
事
業
会
計

第

３
地
区

（逮
後
湯
沢
駅
泉

ロ

方
面
）
の
制
御
ケ
ー
ブ
ル
布
設
替

え
等
を
行

い
、
湯
沢

の
源
泉
管
理

を
行

い
ま
す
。

観
光
事
業
会
計

０
１
プ
ウ
エ
ー
）

景
気

の
停
滞
で
、
非
常

に
苦
し

い
経
営
が
続

い
て
お
り
、
今
年
度

も
、
赤
字
予
算

と
な

っ
て
い
ま
す
。

町
の

一
般
会
計
か
ら
は
起
債
の
償

還
分

（十
億
９
，
１
９
２
万
円
）
の

補
助
を
受
け
て

い
ま
す
。
今
年
度
、

山
頂
リ
フ
ト
を
架
け
替
え
る
な
ど
、

ス
キ
ー
場
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
、
集
客

を
図
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
れ
以
上

に
、
経
費

の
節
減
、

事
業

の
見
直
し
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

病
院
事
業
会
計

こ

れ

ま
で
、
診

療

所

会

計

で

行

っ
て
い
た
湯
沢
町
医
療
保
健
セ

ン
ダ
ー
の
建
設
費
を
平
成
１３
年
度

以
降
は
、
病
院
事
業
会
計

に
計

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
は
診

療
所
会
計
か
ら
の
基
金
分
の
取
り

崩
し
と
、
一
般
会
計

か
ら
の
補
助

金
や
町
債
、
国
県
補
助
金
が
予
算

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

一般会計から他会計への繰出金、補助金   単位 :千円()は前年上し増減

や
50, 000

争

争
40,

`

(0)

11
争

(△ 2,367)

女△靴,温Ъ争
争
698, 000
(108, 000)

90, 085
(19, 599)

91,916
(21, 026)

191, 920

(△ 4,983)

2, 000

(0)

33, 374
(皆増)

争

予算額 (千円) 前年比% 理 由

国 民 健 康 保 険 807, 614 11.4 被保険者の増
老 人 保 健 708, 600 △ 2. 6 1人当たりの医療費減

国 民 健 康 保 険 診 療 施 設 1, 666, 197 104. 9 医療保健センター建設費補助金増

下 水 道 1, 496, 395 4. 4 広域連合汚泥焼却施設建設負担金

介 護 保 険 422, 465 17.4 サービスの拡充
△
口 計 5, 101, 271 25. 7

特別会

予算額 (千円) 前年比% 理 由

水 道 事 業

収益的収入 498, 089 6. 5 料金収入増

収益的支出 447, 882 △ 3.1 職員数減、水質検査委託料増
資本的収入 164, 198 △ 7_2 下水道関連補償料減等
資本的支出 345, 428 15.7 下水道関連管きょ布設替え等減

温泉管理事業

収益的収入 117, 902 △ 3. 5 給湯量減に伴う使用料減

収益的支出 114, 207 △ 1.0 減価償却費等減
資本的収入 0 0

資本的支出 14, 616 △ 64. 9 第 3区送湯管布設替完了に伴う減

観 光 事 業

収益的収入 968, 952 1. 3 リフト、レストラン収入等増

収益的支出 979, 139 △ 0.1 企業債利息等減
資本的収入 0 0. 0

資本的支出 208, 251 15.4 山頂リフト大峰第2リフト等固定資産税取得費

病 院 事 業

収益的収入 0 0. 0

収益的支出 0 0. 0

資本的収入 1, 745, 055 皆 増 診療所,一般会計補助金、町債、国県補助金等

資本的支出 1, 745, 055 皆 増 病院建設費

収 益 的 ・資 本 的 収 入 計 3, 494, 196 102. 7

収 益 的 ・資 本 的 支 出計 3, 854, 578 85. 5

観光事業会計

温泉事業会計一般会計
施設特別会計

病院事業会計下水道特別会計

介護保険特別会計 争や
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湯
沢
町
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
会
長
に

南

雲

吉

重

郎

氏

４
月
２７
日
（金
）
に
開
催
さ
れ
た
湯
沢
町
個

お
い
て
、
同
審
査
会
の
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
同
審
査
会
は

月
２０
日
か
ら
施
行
と
な

っ
た
湯
沢
町
個
人
情
報
保
護
条
例

い
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
委
員
の
任
期
は
、
平
成
１３
年

日
か
ら
２
年
間
で
す
。
町
長
の
諮
問
に
応
じ
て
個
人
情
報
の

な
取
扱
い
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

職
務
代
理

△
A

長

委 委 委

貝 貝 貝

南
雲
吉
重
郎

（宮
林
）

南
雲
幸
雄

（西
中
）

有
馬
　
功

（八
木
沢
）

高
橋
恒
利

（古
野
三
）

高
井
馨
子

（諏
訪
）

「湯
沢
町
障
害
者
福
祉
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
※
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
奮
小沼
消
防
本
部
と
つ
な
が
っ
た
場
△２

ど
う
し
た
の
で
す
か
？

障
害
者
が
可
能
な
限

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
障

　

　

「火
事
で
す
」
コ
父
通
事
故
で
す
」
「急
病
人
で
す
」
な
ど
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

害
者
施
策
を
総
合

た
め
の

「湯
沢
町
障

害
者
福
祉
計
画
」

し
て
、
「障
害
者
の

た
め
の
各

こ
の
計

総
合
福
祉

寄

っ
た
際
に
申

ま
た
、
出
か
け
る

行

っ
て
い
ま
す
。

【申
込

・
間
い
合
わ
せ
】

福
祉
保
健
課
福
祉
係
　
砒
８４

・
４
５
６
０

画
書
セ
ン

レ

ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
、

ま
す
の
で
、
一ユ
ち

に
よ
る
頒
布
も

囲
圏
醐
図
國
囲
函
鬱
囲
瓢
酬
鰯
國
副
翻
団
圏
図
側
圏
闘
圏
団
剛
國
圏
圏
鰯
団
国
閣
劇
団
団
団

救
急
ミ
ニ
知
識

〈
１
〉
～
１
１
９
番
に
つ
い
て
～

◆
火
事
や
救
急
は
１
１
９
へ
◆

（消
防
車

・
救
急
車
の
要
請
は
、
湯
沢
分
署
で
は
な
く
１
１
９

へ
お
願
い
し
ま
す
。
）

同
じ
１
１
９
で
も

●
●
●
（湯
沢
町
か
ら
か
け
る
場
△２

塩
沢
町
竹
俣
に
あ
る
魚
沼
消
防
本
部
に
電
話
が
か
か
り
ま
す
。

か
け
た
場
所
が
自
動
的
に
わ
か
り
ま
す
。

魚
沼
消
防
本
部
に
か
か
り
ま
す
が
、
か
け
た
場
所
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
。

上
越
地
域
消
防
本
部
に
か
か
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
し

っ
か
り
と
場
所

（湯
沢
町
）
を
伝
え
な
い
と
、
魚
沼
消
防
本
部
に
転
送
さ
れ
ま
せ
ん
。

携
帯
電
話
で
１
１
９
へ
か
け
る
場
合
は
、
必
ず
場
所

（湯
沢
町
）
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

住
所

（番
地
）
、
世
帯
主
、
目
印
に
な
る
建
物
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「建
物
が
燃
え
て
い
る
」
「倒
れ
て
い
る
」
「頭
か
ら
血
が
出
て
い
る
」
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
湯
沢
分
署
　
已
８４

３

３

７

７

し

げ
す
か
？いは

？

当

(6)



可

魚 泥ヂレン :テ イ ツ づ″ス ク
ロー )レ   6月 開講講座のお知らせ

4月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)

講座名 期間 時間 定員 受講料 内容

アータ浴接

コース

6月 20日 (水 )
～ 22日 (金 )

9 : 00^ン 17

(2日 目は 18

00

00まで)
40毛 26, 000円

アーク溶接に関わる

特別教育

仕事の教え方

コース

6月 11日 (月 )
～ 15日 (金 )

9 : 00ヘフ11 : 00

もしくは18:30-20:30
6～ 10毛 20, 000円

監督者のための定型

訓練

改善の仕方

コース

6月 18日 (月 )
～ 22日 (金 )

9:00⌒ツ11 100

もしくは18:30-20:30
6～ 10篭 20, 000円

監督者のための定型

訓練

財務分析

コース

6月 28日 (木 )
・29日 (金 )

9:00-16:00 10名 23, 000円

財務の収益性や安全

性などの分析を事例

に基づいて実習

簿記 2級
コース

6月 28日 (木 )
～ 11月 15日 (木 )

(週 2回 月・木)
48 : 00-21 , 30 10名 49, 000円

日商簿記検定 2級の

受験対策コース

3級取得者対象)
◆申し込み締切は開講日の 2週間前ですガ＼定員になり次第締め切りますので、お早めに申し込みください。

◆受講料については、雇用保険者は 10,000円弓き、協会員lこ天5,000円 31きとなり談す。

【申し込み・問い合わせ】

魚沼サンテイツクスクール TEL 72・ 4554 FAX 78・ 1158

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

簡第 1号 県道上樽。越後中里停車場線他配水管布設替 11, 445, 000 僻剣水施設整備

簡第2号 原 5,6・ 7号線配水管布設替 3, 202, 500 僻中島工務所

簡第3号 県道万条新田・越後中里停車場線配水管新設 5, 302, 500 l本莉戸垣建設

簡第4号 県道万条新円。越後中里停車場線配水管布設替。新設 4, 042, 500 爛山井建設

簡第5号 県道万条新田・越後中里停車場線配水管布設替 4, 504, 500 爛山井建設

水第 1号 国道 17号川久保地内配水管新設 8, 400, 000 酬森下組

下第 51号 汚水枝線新設 (その 1) 10, 432, 500 同両山建設

下第52号 汚水枝線新設 (その2) 15, 225, 000 l抑つどい総業

下第正「)4号 汚水枝線新設 (その4) 7, 875, 000 l抑中島工務所

下第55号 汚水枝線新設 (その5) 4, 599, 000 lttl恵産業

建第 1号 大野原線側溝蓋取替 2, 782, 500 lttl小澤建設

管第 3号 大野原教員住宅A棟浴室改修 (機械設備 ) 2, 530, 500 鈴木鉄工所

建委第4号 区画線設置委託 5, 701, 500 魚沼道路サービス冊

5月は赤十字運動月間

小・_なゃキ_しキ_集書って  ■lc

一　
日
本
赤
十
字
活
動
は
、
紛
争
や
災
害
救

・護
活
動
か
ら
公
衆
衛
生
活
動
ま
で
、
国
内
一

は
も
と
よ
り
、
遠
く
海
外
ま
で
及
ん
で
い
．

「ま
す
。

・　
こ
れ
ら
の
活
動
は

「社
員
」
と
呼
ば
れ

一る
支
援
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
資
金

（社

一費
）
を
主
な
財
源
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

一ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

平
成
４３
年
度
も
、
湯
沢
町
分
区
で
は
、

１
世
帯
５
０
０
円
程
度
の
社
費
を
町
内

会
長
さ
ん
を
通
し
て
、
み
な
さ
ん
に
お
願

い
す
る
こ
こ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
敲
す
よ
う
、
お
願

一い
い
た
し
ま
す
。
（昨
年
度
、
湯
沢
町
日
赤
一

社
費
総
額
１
，
０
９
７
千
円
で
し
た
。
）

■甲鳳 部 2001

the pover of human ity六とな殉「F
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メ〕一卜ぉヽ

虫

マ

隙

穂

ちで戎う

と
r

①
地
方
分
権
の
推
進

地
方
分
権
が
進
む
な
か
、
住
民
に
最
も
身
近
な
自
治
体

で
あ
る
市
町
村
に
は
、
自
立
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ

て
い
ま
す
。

自
ら
の
判
断

の
も
と
に
、
政
策
を
立
案
し
、
安
定
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
市
町
村
は
、
財
政
力

の
強
化
や
行
政
能
力

の

向
上
を
図
る
蜂
妥
が
あ
り
ま
す
。

②
広
が
る
住
民
の
日
常
生
活
圏

交
通

・
情
報
通
信
手
段
の
発
逹
や
経
済
活
動
化
に
伴

っ

て
、
垂
勤

・
通
学

や
買

い
物
、
医
療
な
ど
、
住
民

の
日
常

生
活
の
行
動
範
囲
は
、
現
在
の
市
町
村
の
医
成
を
逮
え
て
、

ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
市
町
村
は
、
よ
り
広
成
的
な
観
点
か
ら
効

率
的
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら

れ
て
い
ま
す
。

③
少
子

・
高
齢
化
の
進
行
と
人
口
の
減
少

少
子

与
同
船
化
の
進
行
や
、
そ
れ
に
伴
う
人
口
の
減
少

は
、
地
域
の
担

い
手
の
流
少
に
つ
な
が
り
、
地
域
全
体
の

活
力
低
下
と
と
も
に
、
福
社
等
の
財
政
需
要
の
増
加
や
税

収
の
減
少
な
ど
財
政
の
患
化
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
特
に
、

小
規
模
で
財
政
力
の
弱

い
市
町
村
に
と
っ
て
は
、
↓ｔ
れ
か

ら
深
刻
な
問
題
に
な

っ
て
き
ま
す
。

④
多
様
化
す
る
住
民
の
エ
ー
ズ

住
民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
介
護
保
険
、
グ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
、

生
涯
学
習
、
情
報
化
な
ど
の
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
市

町
村
に
は
財
政
基
盤
の
強
化
や
専
門
戦
の
確
保
、
企
画
立
案
能
カ

を
備
え
た
職
員
の
養
成
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤
悪
化
す
る
自
治
体
の
財
政
状
況

国
、
地
方
と
も
財
政
状
況
は
患
化
し
て
お
り
、
新
潟
県
内

の
市

町
村
で
も
、
財
政
力
が
弱

い
団
体
が
多
く
、
一
段
と
厳
し

い
財
政

状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
市
町
村
が
増
加
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
「行
財
政
基
盤
の
強
化
」
が
求

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

０

　

　

　

　

０

　

　

　

　

０

　

　

　

　

０

４

　

　

　

　

３

　

　

　

　

２

　

　

　

　

１

0

将来人口推計 (湯沢町 )

. 推計人口(人 )―卜 高齢化率(%)

(人口)                (高 齢化率)

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

S60 H7 H17 H27 H37

※S60～ H7については国勢調査における実
績数値 (現在の市町村で集計)であり、H17
～H37については、lttl統計情報研究開発セン
ターが行った推計値です。

″

9,606
9,491

8,758

284

225-―-7726

173

122 6,725

264

劇
遡
輻
騨
期

覇
議
難
諄
蛤
藻
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市
町
村
合
伴
と
は
、
い
く

っ
か
の
市
町
村
が

一
つ
に
な

っ
て
、
効
率

的
な
行
財
政
運
営
や
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
維
持

・
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

市
町
対
合
併
に
は

「新
設
合
併
」
と

「編
入
合
併
」
の
二
つ
が
あ
り

ま

す
。

①
市
町
村
合
併
に
対
す
る

県
の
基
本
的
な
考
え
方

財
政
力
が
弱
く
小
規
模
な
市
町

村
が
多

い
本
県
で
、
行
政
上
の
課
題

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
個
々

一
の
市
町
村
が
行
財
政
改
革

に
努

め

一
る
こ
と
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
ま

ユ訂フ
。市
町
村
合
併
に
よ
り
、

「広
域
的

な
観
点
か
ら
の
地
域
づ
く
り
。
ま
ち

づ
く
り
二
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
」
棄
に
「行
財
政
基
盤
の
強
化
」

な
ど
を
進
め
る
こ
と
が
蜂
妥
で
す
。

県

と
し
て
は
各
種
支
援
策

を
定

め
た
「市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関

す
る
法
律
」
の
期
限
が
平
成
１７
年
３

月
末
ま
で
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

そ
れ
ま
で
に
県
内
す

べ
て
の
地
域

で
、
よ
り
具
体
的
な
合
併
議
論
を
経

一
て
白
主
的
な
合
併
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
、
地
域
の
状
況
に
痣
じ
た
積
極

．
的
な
支
援
を
行

っ
て

い
き
た

い
と

考
え
て
い
ま
す
。

②
市
町
村
合
併
と
そ
の
他
の

広
域
行
政
制
度
と
の
関
係

市
町
村
行
政
の
広
域
化
に
は
、
市

町
村
合
併
Ｆ

部
事
務
組
合
」
や
「広

成
連
合
」
な
ど
の
諸
制
度
を
活
用
し

て
、
事
務

の
共
同
処
理
を
図
る
方
法

も
あ
り
ま
す
が
、
迅
速
で
効
率
的
な

総
合
行
政
を
展
開
す
る
上
で
は
、
広

域
行
政
で
は

一
定

の
限
界

が
あ
り

ま
す
。
総
合
的
な
行
政
主
体
と
し
て
、
人

材
を
確
保
し
、
か
つ
、
地
域
の
課
題

を
包
括
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、

意
思
決
定

や
事
業
実
施
な
ど
を
単

一
の
団
体
が
行
う

こ
と
が
で
き
る

市
町
村
合
併
が
最
も
効
果
的
で
す
。

こ
の
た
め
。
す
べ
て
の
市
町
村
で
市

町
村
合
併
を
最
優
先

に
検
討
す
る

斃
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
市
町
村
が
合
併
し
た
後
に
、

合
併
後

の
市
町
村

エ
リ
ア
を
逮
え

て
広
成
的

に
処
理
し
た
方
が
効
率

的
な
事
務
が
あ
る
場
合
に
は
、
さ
ら

に
広
域
連
合
な
ど
の
広
域
行
政
制

度

の
活
用
を
検
討
し
て

い
く
捲
妥

が
あ
り
ま
す
。

新設合併
二つ以上の市町村が一緒になつて

新しい市や町をつくる合併です。

合併後は、それまでの市町村はいずれ

もなくなし)、新たな市や町が誕生します。

編入合併
ある市町村の区域の全部又は一部

を他の市町村に編入する合併です。

合併後は、編入する市町村が存続す

ることになります。

B町 D町A町

■

どう考えであa5

(9)



☆
蠅
穂
麟
蔭
を
彎
る
の
餘
鞠
尊
推
駐
身
で
す

〈悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
５
か
条
〉

③説明内容は書面で確認
説明内容は契約書面に記載され

ているかどうか確認する必要が

あります。

②はつきり言おう
「いりません」
相手はプロです。中途半端な

態度がいちばん危険です。特

に「結構です」という答え方

は肯定の意味にもとられかね

ません。

ヽ

と,,I、ィ

①うまい話にこ用心
うまい話はまずないと思って

ください。「あなただけ特別

に…」はだれにでも言ってい

ます。

④日ころの備えが自分を救う
悪質業者は次にあなたをねらってい

るかもしれません。日ごろから被害防

止対策を考えておく必要があります。

ハ
　
・拶
“

脅

と
Ⅲ ⑤おかしいなと思つたら早めに確認
不審に思った場合は早めに近くの警察や消費者センターな

どの、相談窓口に相談しましょう。契約後でもクーリン

グ・オフ (無条件解除)ができる場合があります。

鞘藷

溝つ誠
く

た
す

り

・

契
約

（申
込
み
）
後
の
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

ソ

フ

←←

手
紙
や
は
が
き
で
申
込
み
の
撤
回

・
解
除
の
意

思
を
知
ら
せ
る
と

無
条
件
で
申
込
み
の
撤
回
・契
約
の
解
除
が
で
き
る

０
法
律
に
規
定
が
あ
る

０
業
界
が
自
主
的
に
規
定
し
て
い
る

０
業
者
が
個
別
的
に
契
約
内
容
に
採

り
入
れ
て
い
る

０
定
め
ら
れ
た
期
間
内
で
あ
る

次
の
場
合
は
日
数
に
関
係
な
く
無

条
件
で
解
約
が
で
き
ま
す
。

申
込
時

・
契
約
時
に

＜

書
面
を
受
領
し
な
か
っ
た
場
合

書
面
に
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
の

記
載
が
な
い
場
合

●
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

た
０
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の
消
耗

品
を
使

っ
た
り
、　
一
部
を
消
費
し

た
り
し
た

０
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
自
宅
に
呼
び
寄

せ
て
購
入
し
た

０
三
千
円
未
満
の
商
品
を
受
け
取
り
、

同
時
に
代
金
を
支
払
っ
た

０
通
信
販
売
で
購
入
し
た

０
乗
用
車
を
購
入
し
た

０
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
職
場
の
管
理
者

に
許
可
を
得
て
社
内
で
セ
ー
ル
ス

活
動
を
し
た

工
り＞
卜
？
・

ぜi

す

ク
ー
リ
ン
グ
・オ
フ
制
度
と
は
？

(10)



先

月
２９
日
に
開
催

さ
れ
た

「花

ま

つ
り
ゆ
ざ
わ
」
の

オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
な
か
で

「湯
沢

。
花
の
ま

ち
」
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
。

宣
言
文

艶
企
説
舎
艶
企
醜
企
醜
企
説
企
説
企
醜
企
醜
企
説
企
説
会
艶
企
並
⇔
説
企
説
会
説
会
説
会
説
⇔

0

湯
沢

・
花

の
ま
ち
宣
甘

豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
た
湯
天
町

こ
の
美
し
い
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
に

花
を
史
す
る
こ
と
共
化
を
育
て

住
む
人
も
訪
れ
る
人
も

や
す
ら
ぎ
と
静
り
を
恵
じ
ら
れ
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て

こ
こ
に

「
湯
沢

・
花

の
ま
ち
」
を

宣
亡
し
ま
す
。

千
八
十
二
年
百
月
二
十
九
ロ

説
会
説
会
説
⇔
説
企
説
舎
艶
⇔
説
⇔
説
会
説
⇔
説
企
艶
⇔
説
企
説
会
説
会
醜
企
説
企
説
企

心Vる 心Vる 心Vる 心Vる 心Vる 心Vる どゝVる 心Vる 心Vる 心Vる 心Vる
=ゝ
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0                   ●

山隷語習会に

参加してみませんか ?

食品営業者及び一般消費者に、正しい「山菜の知

識」の普及を図り、山菜による0中毒を防止するこ

とを目的ととして開催します。

【日9寺】

5月 20日 (日 )午前 9時～年後 2時

【会場】

六日田Tユースホステ)し (六日田」小栗山)

T[し 72-2842
【講師】

丸山富美子氏 (塩沢田]在住)

【彦参力B米斗】

無料

【その他】

昼食 (おにざり)を持参して下さい。みそ汁の

サービスガあります。申込は必要ありません。

【Po弓い合わせ】

南魚沼郡Q品衛生協会 T[L73-2127
●                     ●

劃

0● $
● ●

第4回リサイクん祭りのご宗内

リサイクサしセンター魚野では、恒例となりました「 )

サイクサし祭り」オさ開催します。みなさんのお越しをお待

ちしておりまてア。

【日9寺】

6月 3日 (日 )午前 9時 30ノ刀＼～正年まで

【場所】

塩沢団]大字上十日田」 リサイ9)しセンター魚野

【内容】

フリーマーケツト、施設他からの掘出物販売

施設開放こ作業実演、綿飴の無料サービス

※フリーマーケツトの参加希望者は＼5月 25日 (金 )

までにリサイクサしセンダー魚野までお申込ください。

なお、会場の都合により、先着 20おまでとします。

【申込・間い合わせ】

リサイクサしセンター魚野 T[[82-4048

(11)
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あ
な
た
も
Ｕ

・
―
タ
ー
ン

し
ま
せ
ん
か
？

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
六
日
町
で
は
、

Ｕ

ｏ
ｌ
タ
ー
ン
就
載
希
望
者
の
登

録
制
度
を
実
施
し
て
い
よ
す
。

Ｕ

ｏ
ｌ
タ
ー
ン
登
録
さ
れ
た
方

に
対
し
て
は
、
企
業
情
報
。求
人
情

報
の
生
活
関
連
情
報
の
提
供
を
行

う
ほ
か
、
希
望
の
企
業
が
あ

っ
た

場
合
に
は
、
企
業

へ
の
衝
接
の
依

頼
や
履
歴
書
等
の
取
次

・
回
迷
な

ど
の
紹
介

・
斡
旋
を
行

っ
て
い
ま

す
。Ｕ

ｏ
ｌ
タ
ー
ン
登
録
を
ご
希
望

の
方
は
お
申
込
く
だ
さ
い
。
（ご
家

族
の
方
の
代
理
に
よ
る
申
込
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
）

【申
込
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
六
日
町

砒
７２

・
３
１
５
７

朧
７２

・
８
２
５
９

※
朧
で
最
新
の
求
人
情
報
を
引
き

出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（音
声
ガ
イ
ド
に
よ
り
採
件
）

に
い
が
た
Ｕ
ダ
ー
ン

情
報
セ
ン
タ
ー

胆
０
３
●
５
７
７
１
●
７
７
１
３

【
勤
務
地
】

大
和
町訪
間
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（大
和
町
浦
佐
４
１
１
５
）

【募
集
夫
員
】

看
護
婦
え
許
所
持
者
　
若
千
名

【
勤
務
内
容
】

訪
間
看
護

【
勤
務
時
間
】

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

（土

，
日
曜
日
、
祝
日
休
み
で
す

が
、
勤
務
形
態
に
つ
い
て
は
、
↑
▼相

談

い
た
し
ま
す
。
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

大
和
町
訪
間
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（租
７７
・
５
４
４
５
）

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

（
エ
イ
ズ
）
は
、
性
交

渉
等
で
、
日
Ｉ
Ｖ
に
惑
染
す
る
こ

と
で
え
疫
機
能
に
障
害
が
起
こ
る

病
気
で
す
。
保
健
所
で
は
、
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
性
行
為
感
染

症
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ

共
ヽ
い
。

◆
六
日
町
保
健
所

エ
イ
ズ
専
用
電
話

砒
７０

。
０
１
２
０

【
相
談
日
時
】

月
～
金
曜
日

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

◆
夜
間
休
日

エ
イ
ズ
相
談

セ
ン
タ
ー

砒
０
２
５

●
２
３
０
●
７
７
１
１

０
２
５
●
２
３
０
ｏ
７
７
３
３

【相
談
日
時
】

月
～
全
曜
日

‐８
時
００
分
～
２０
時
３０
分

土

。
日
曜
日
、
振
替
休
日
、
規
日

１０
時
００
分
～
１７
時
００
分

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら

れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

（相
談
例
）

◆
眠
れ
な

い

◆
気
分
が
沈
み
、
何
も
し
た
く
な
い

◆
言
動
や
行
動
が
お
か
し

い

◆
思
本
期
の
問
題

（不
登
校
、
家
庭

内
暴
力
、
拒
食

・
過
食
等
）

◆
高
船
者

の
痴
果
や
異
常
行
動
で

困

っ
て
い
る

【
日
時
】

５
月
２２
日

（火
）

午
後
２
時
～
４
時

４

月

１４

日

４

月

１８

日

４

月

２２

日

並
木

今
村

一戸
田

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

【
会
場
】

保
健
セ
ン
タ
ー

【
相
談
医
師
】

藤
巻
　
誠

（五
日
町
病
院
精
神
科
医
師
）

【申
込
】

電
話
で
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
ダ
ー

ＴＥＬ

８４

・

３

１

４

９

※
相
談
は
無
料
。
釈
密
厳
守
。

（中
里
、
幸
治

・
純
子
さ
ん
）

（原
新
田
、
英
樹

・美
也
子
さ
ん
）

全

之
町
、
範
浩

・由
紀
子
さ
ん
）

が
」

４
月
２６
日
　

高
井

４
月
２８
日
　

南
雲

界

一　
さ
ん
　
（中
子
、
６４
歳
）

セ
ツ

さ
ん
　
（石
白
、
７５
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

み
や
び
さ
ん

莉
奈

さ
ん

彩
由
希

さ
ん

大
和
町
訪
間
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

非
常
勤
職
員
募
集
！

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

（エ
イ
ズ
）
の

相
談
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

申

し

ま

(12)


